
実践報告

教職課程における科 目 「教育相談」の教材研究

一 ア ク テ ィ ブ ・ラー ニ ン グ の視 点 か ら 一

築 地 典 絵

1.は じめに

2012年 の中央教育審議会答申において,学 生の主体的な学習を促す質の高い学士課

程教育が課題 とな り,学 生が主体的に問題 を発 見 し解 を導いていく能動的学修(ア ク

ティブ ・ラーニ ング)へ の転換が必要で ある と述べ られた(文 部科学省,2012)。

さらに,2015年 の中央教育審議i会答 申によ り,教 育免許法,教 育職員免許法施行規

則 の改正がなされ,教 職課程 コアカ リキュラムが策定された(文 部科学省,2015)。

すべての大学の教職課程 で共通 に修得すべき資質能力が教職課程 コアカリキュラムに

示された。また,教 職課程 の授業 を行 うにあたっては,ア クテ ィブ ・ラーニ ングの視

点を取 り入れることも求められてお り,そ れ ゆえにコアカ リキュラムに対応 した授業

教材もアクティブ ・ラーニングを引き出しやすいものが必要 とされる。

筆者は小学校教諭 と特別支援学校教諭の免許状が取得できる専攻で,教 育相談の授

業を行っている(正 式科 目名は教育相談の理論 と方法)。 この授業の全体 目標 は,「 教

育相談は,幼 児 ・児童及 び生徒 が 自己理解 を深めたり,好 ま しい人間関係 を築いた り

しなが ら,集 団の中で適応的に生活す る力 を育み,個 性の伸長や人格の成長 を支援す

る教育活動である。幼児 ・児童及び生徒の発達の状況に即 しつつ,個 々の心理的特質

や教育課題 を適切に捉え,支 援す るために必要な基礎知識(カ ウンセ リングの意義,

理論や技法に関す る基礎的知識を含む)を 身 につける」(コアカ リキュラム対応表 よ り)

となっている。達成 目標 は,「 知識 ・技能」 において,(1)教 育相談に関す る基本的

な知識 を理解する。(2)教 育相談の技法について理解 し,技 能を身 につける。 「思考

力 ・判断力 ・表現力」において,(1)教 育相談に関す る社会問題 な どに関心を持ち,

自ら教育相談についての考えを深 める。(2)コ ミュニケーシ ョン技能やカ ウンセ リン

グの姿勢を身につける。 「主体性 ・多様性 ・協働性」において,(1)将 来的に教育現

場において円滑な連携や的確な判断ができるように,授 業内での積極的な学びや グル

ープにおける活動において協働性を発揮できる,と なっている。

達成 目標 の中で も,「 自ら教育相談についての考 えを深める」「授業内での積極的な

学びやグループにおける活動において協働性を発揮できる」といった 目標を達成する
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た め には,授 業 へ の積極 的参加 が条件 とな り,動 機 づ けが必 要 で あ る。 そ こで,学 生

に対 して どの よ うに動機 づ けを行 い,伝 達す べ き知識 に興 味 関心 を抱 かせ るに は どの

よ うにす べ き なのか を具 体 的 に検 討 した い。なお,ア クテ ィブ ・ラー ニ ン グの定義 は,

溝 上(2014)の 「一 方 的 な知識伝 達型 の講義 を聴 く とい う(受 動 的)学 習 を乗 り越 え

る意 味 で の,あ らゆ る能動 的 な学 習 の こ と。 能動 的 な学 習 に は,描 く ・話 す ・発表 す

るな どの活 動へ の 関与 と,そ こで生 じる認 知 プ ロセ ス の外化 を伴 う」 を用 い る。本 稿

で は,こ れ ま で行 っ て きた授 業 内容 を報 告 し,ア クテ ィブ ・ラー ニ ング の視 点 か ら検

討 す る こ とで,教 育学 科 の学 生 に どの よ うな学習 体 験 を提供 す る こ とが求 め られ るの

か を考察 し,今 後 の授 業 計画 や指 導 に反 映す る こ とを 目的 とす る。

2.授 業 へ の動機 づ け

2.1ミ ニ木目言炎

授 業 で は,学 生 自身 が教 師 とい う立場 で,様 々な悩 み に返答 す るワー ク 「ミニ相 談」

を取 り入 れ てい る。学 生 が10分 程度 で回答 す るこ とが可能 な相 談 内容 を提示 し,セ リ

フ形 式 で相 談者 に回答 す る。700字 か ら800字 程 度 で提 出 を求 め る。 今年 度 の授 業序

盤 は緊急 事 態 宣言 の最 中で あっ たた め,相 談 内容 に コ ロナ禍 な らで はの保護 者 の悩み

を盛 り込 ん だ。

【相談1】 あな た は小学 校 の教 員 です 。保 護者 の 相談 に どの よ うに 対応 します か 。

以下 の 文 を読ん で,自 分 な りに保 護者 の相 談 に応 じて くだ さい。保 護者 が 納得 の いか

な い場合,追 加 で質 問 を求め ます 。「毎 日子 どもた ちだ けで 家 にい ます 。私 は仕 事 に 出

て い るの で,子 ど もの 相手 をす る こ とが で きませ ん 。子 ど もた ち は一 日中 タ ブ レッ ト

で動 画 を見 た り,ゲ ー ム を した り して います 。外 に出 られ な いか ら,仕 方 な い とは思

い ますが,子 ども を見 て い る 自分 もス トレス が溜 ま ります 。爆 発 寸前 です 。先 生,ど

う した らよいで すか 」。学 生 の具体 的 な回答 と教員 とのや り取 りを以 下 に紹 介す る。な

お,学 生 の 回答 は一 部 を抜粋 し記 載す る。

学 生A:了 どものス トレス のは け 口がゲ ー ム等 のタ ブ レッ トに なって い る と思 い ま

す。 ゲ ー ムや動 画等 の時 間 を制 限 したい と思 った場合 は,ペ ア コン トロール 設 定 をす

れ ばい い と思い ます。(以 下,ゲ ー ムの制 限方 法 が記述 され て い る)以 上,制 限 をつ け

る方 法 を紹 介 して き ま したが,一 度 そ うい ったル ール を家族 内で取 り決 め る こ とをお

すす め します。 や は り,子 ども と一緒 に話 し合 い,制 限時 間 を決 め る こ とで,違 反 し

た場合 に,「この前 話 し合 って決 めた よね 」と,制 限事項 を一方 的 に決 め るの では な く,

双 方 的 に決 め るので,子 どもも折 り合 い がつ くと思 い ます 。

学 生B:(相 談 に きた保護 者 の子 どもが小 学校5年 生 の男 の子 と3年 生 の女 の子 で あ

り,母 親 は,毎 日午 前9時 前 に家 を出て,午 後5時 頃 に帰 宅す る こ とと,私 は5年 生

の男 の了 の担 任 で あ る こ とを想 定 して考 える)。タ ブ レ ッ トを使 え る時間 を決 めてみ て
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は ど うで し ょ うか。 タブ レ ッ トばか り使 っ てい るの を見 るのが ス トレス にな って い る

の な ら,お 母 さん がお仕 事 か ら帰 って きた ら,タ ブ レ ッ トはお しまい にす るル ール を

作 り,宿 題 な どの しな けれ ばい け ない こ とを してい な いの が ス トレスに な ってい るの

な ら,お 母 さんが お仕 事 の時 間 に宿題 な どを終 わ らせ た ら,お 母 さん が帰 って きて か

らタブ レ ッ トを使 っ てい い と言 うル ール を作 っ て,1日 の流れ を作 る こ とで○ ○君 と

○ ○ さん が,よ り過 ご しや す くな るか も しれ ませ ん し,お 母 さん のス トレス も軽減 さ

れ るか も しれ ませ ん。

学 生C=私 か ら1つ 提案 が。毎 日数 分 か ら10分 程度 で いい の で,親 子 で家 で もで き

る体 をほ ぐせ る体操 を,お 母 さんか ら誘 っ てみ て はい かが で しょ う。 お母 さん のス ト

レスが溜 まっ てい るのは,お 子 さん の こ とで敏 感 にな って い るか らだ と思 い ます。 ま

た,お 子 さん も,気 持 ちを吐 き 出す機 会 が ほ とん どあ りませ んの で,こ れ を機 に,親

子 の コ ミュニ ケー シ ョンを深 め てみ る といい で し ょ う。 そ して,親 子 で体操 を しな が

ら,「 これ 気持 ちい いね 」 の言葉 が あ る と,自 然 に会話 につ なが っ てい く と思 います 。

教 員 コメ ン ト:C先 生。 ス トレッチ とい うの は よい 考 えです ね。 私 の ス トレス も軽減

され る と思 い ます。 です が,了 どもた ちの 日常 を考 える と,メ リハ リの あ る生 活 を送

るた めに,ど の よ うに した らよい のか を具体 的 に教 えて くだ さい。学 生C:お 子 さん

と話 合 っ て,お 家 のお 手伝 いや 課題 な ど,1日 の うちに これ がで きれ ば,ご 褒 美 を も

らえ る とい うの を決 めて みて はい か がで しょ うか。 例 え ば,お 風 呂掃 除 を して くれ た

らシール1枚,ド リル を3ペ ー ジ した らシール1枚 。10枚 シール が た ま る とお小 遣 い

の よ うに。 もち ろん,こ れ は例 なの で,具 体 的 な こ とは,お 了 さん とお母 さん が話 合

っ て決 め て くだ さい。 そ の際,注 意 して い ただ き たい の は,で きな くて も,シ ール 没

収 とか を して しま うと,意 欲 が低 下 して しま うので,そ れ だ けはや めて くだ さい。

学 生D:お 家 で の過 ご し方 を私 な りにい くつ か考 えたの で,も しよけれ ばお試 しく

だ さい。 まず運 動不 足 改 善 のた め に も家 の 中で楽 しくダ ンスや ス トレッチ をす る こ と

が大 切 です 。 また お家 にベ ラ ンダが あ りま した ら,太 陽の光 や,風 を浴 び るた めに 出

る こ とも大 事 です。 生 き物 を飼 って み るの も暇つ ぶ しに な ります。植 物 や 昆 虫,魚 な

ど気 軽 に飼 える動物,植 物 を見 る とよい気 分 転換 にな る と思い ます 。教 員 コメ ン ト:

D先 生,お おむ ね納 得 しま した。 生 き物 を飼 うとい うの は よい です が,ペ ッ トシ ョッ

プ も閉 ま った ままで す。ネ ッ トシ ョッ ピングに も限界 が あ るか と思 います が。学生D:

池 でザ リガ ニ を釣 っ て取 りに行 った り,公 園でバ ッタや,カ マ キ リな どを探 してみ ま

しょ う!教 員 コメ ン ト=ザ リガ ニやバ ッタ,カ マ キ リを4月 に探 す こ とが で きるで し

よ うか。

相 談1に 対 し,学 生 は割 と悩 まず に回答 を寄せ て くる。 この課 題 に取 り組 ん でい た

時期 にメデ ィアで頻 繁 に 目にす る内容 で あ った こ とと,自 分 に引 き寄せ や す い 内容 で

あ った か らだ と考 え る。 この相 談 に対 す る学 生 の回答 で最 も多 か ったの が,学 生A,
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学生Bの 回答 に あ る よ うに 「子 どもの タ ブ レ ッ トに制 限 をか け る,決 ま りを作 る」 と

い うル ー ル に 関す る回答 で あ った。次 に,学 生Cの 回答 に もあ るよ うに 「気分 転 換 に

運動 をす る ・趣 味 をす る」 とい った 内容 が多 く,3番 目に多 か った の が 「1日 の生 活 を

視 覚 化す る」 とい っ たス ケ ジ ュー ル作 成 に 関す る内容 で あった。 そ の他 に は,保 護 者

の ス トレス に共感 す る,保 護 者 の就 労 を労 う,タ ブ レッ トは取 り上 げない ほ うが よい,

親 子 の会 話 を豊 か にす る とい った回答 が寄せ られ た。 学生Bは 家 族 の年齢 や母 親 の就

業 につ いて 自分 な りに設 定 を考 えて 回答 してい る。学 生Cは 教員 か ら具 体 的な ア ドバ

イ ス を求 め られ,シ ール を使 った 取 り組 み を提 案 して い る。 学生Dは 具 体的 な ア ドバ

イ スで は あ るが,思 い つ くま まの 回答 で,慎 重 に考 えて 回答 して い ない ことがわ か る。

【相談2】 あなた は小 学校6年 生 の担 任教 員 です 。保 護者 の相 談 に どの よ うに対応

します か 。以 下の 文 を読 んで,自 分 な りに保 護者 の 相談 に応 じて くだ さい。 ク ラス で

も真 面 目で 大人 しく,学 習 面 も安定 して いる女子 児童 が いる。 いつ も5人 くらいの女

子 と行動 を共 に して い る。4年 生 に弟 あ り。父 親 は会社 員。母 親 はパ ー ト勤 務 。習 い

事 は ピア ノ と絵 画教 室 。 「娘 が スマ ホ を 買 ってほ しい と,切 実 な感 じで訴 えて きま す 。

娘 の友達 は全 員ス マ ホ を持 って い る ら しい です 。現 在 コ ロナで 登校 で きな いか ら,ほ

かの 友達 はみ なLINEで 連絡 を取 り合 って,お しゃべ りを して い るよ うです 。 娘だ け

が その輪 に入れ て い な いか ら,登 校 が再 開 した 際 に,自 分 だ け取 り残 され て い て いる

の でな いか と,心 配 して い るの です 。親 と して は仲 間外 れ に な るの も心配 です が,ス

マ ホ を持 た せ るの は,で き り限 り遅 い ほ うが 良 い と考 えて います 。先 生,ど の よ うに

した らよ いで しょ うか」。相 談2で は相 談者 の家族 構成 や児 童 の性 格 な どを具 体 的 に記

述 して い る。 学級 運 営 とも関わ る少 し難 易度 をあ げた課題 とな って い る。

学 生E=パ ソコン及 び タブ レッ トで のLINEの 使 用 を提案 します。持 ち出す こ とが難

しく,さ らにスマ ホ よ りも手軽 に扱 うこ とがで き ない ので,習 慣 化 しに くい と考 えま

す。 また,ス マ ホの よ うに 「自分 の もの」で は な く,「 家族 の もの 」 と して扱 うこ とが

で き るた め,時 間 を区切 って弟 も使 用 で きます し,娘 さん が親 の い ない ところで機 器

を使 用す る,ま た 学校 や習 い 事 に持 って い く とい う可能 性 も減 ります。 さ らに,そ う

い った手 軽 さが減 る こ とで,LINE以 外 の使 用 も抑 え るこ とがで きます。

学 生F=私 は ど うしてス マホ を持 たせ た くな いの か とい う理 由 をは っ き り子 どもに

伝 え るべ きだ と思 う。保護 者 には,「 ど うして スマ ホ を持 たせ た くない のか,お 了 さん

に詳 しくお 話 して み た らど うです か?」 と提 案す る。 子 どもの気 持 ちに寄 り添 い な が

ら,保 護者 の方 が スマ ホ を持 たせ た くない理 由を話 して い くこ とが 大事 だ と伝 え る。

学 生G:ま ず はお 母 さん の考 えを理解 し,尊 重 します。 あ くまで も最 終決 定権 は家

庭 に あ るので,持 たせ な い と判 断 した場合 は,コ ロナ が収 まれ ば,こ の状 況 も打 開 で

き るか も しれ ない の で,そ れ ま で待 って い ただ き ます。 そ して,学 校 が始 まれ ば,娘

さんが仲 の良 い グル ー プ か ら孤立 してい な いか チ ェ ック し,さ りげ な く個別 面 談 を行
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う,授 業 での グル ー プ構 成 を工夫 す る,授 業 で通 信機 器 の使 用方 法 や道 徳 教育 に力 を

入 れ るな ど,良 好 な関係 が保 て るよ うに こち らが配慮 して い きます。

学 生H:娘 さん は学校 に行 けず にス トレスが溜 まって,友 達 関係 が心配 にな った り

す る気持 ち,輪 に入 れ な い と悲 しん でい る気 持 ち は十分 に理 解 で き ます 。 スマ ホ を持

っ てい るか ら,持 っ てい ない か ら とい って友 達 に避iけられ た り,仲 間外 れ に され た り

す るこ とはな い とは言 い切 れ ませ ん が,そ こは担 任 が しっか り見 て,仲 間 はず れ が な

い よ うに努 め ます ので安 心 して くだ さい。

学 生 の回答 内容 はスマ ー トフォ ン を買 い与 え るこ とが 前提 の 回答 が多 く,「ス マホ の

ル ー ル」 「ス マ ホの功 罪 」 「料金 プ ラ ン」 に関す る説 明 が上位 を 占めた。 また スマ ー ト

フォ ンに代 わ る機 器 の提案 が次 に多 い回答 となった。 相 談2で 最 も大切 な の は,い じ

め のな い学級 を 目指す 担任 の姿勢 で ある。学 生 の回答 の 中で,「 い じめ が起 きな い よ う

に しっか りと子 ども と向 き合 い ます 」 と回答 して い たの は,50名 中,学 生Hを 含 む3

名 に限 られ る。「スマ ー トフォ ンを買 って あげて もよい」 と保護 者 にア ドバ イ ス して い

る学 生 もい た が,ま ず は保 護者 の買 いた くない気 持 ちを尊重 す る こ とを授 業 で フ ィー

ドバ ックす る。

2.2児 童 ・生徒 の 問題行 動 を考 え る授 業

筆者 は授 業 の 中で 「知識 や 学 問 は頭 に入 れ る もので は あ りませ ん。 体 につ けて(盾

の よ うに,鎧 の よ うに,刀 の よ うに)い つ で も使 え る よ うに して お きま し ょ う」 と学

生 に説 い てい る。知 識 として記 憶 す るこ とに努 め て も,実 際 の援 助 の場 で,そ の知識

を行使 で きな けれ ば意 味 が ない。 是非 とも使 ってい た だ きたい 内容 を盛 り込む 授 業 回

は,動 機 づ け に も工夫 が必要 で あ る。

まず,学 校 現 場 で子 ども と関わ って い る卒業 生 の次 の よ うなメール を紹介 してい る。

「実 はち ょっ と聞 き たい こ とが あ りま して。 よ く手 が 出 る児 童 が い るの です が,以 前

に教 えてい ただ いた メタ フ ァって使 えるの か と思 い ま して」。実際 に4.月 か ら5刀 には

児 童 と関 わ る職 種 にっ い た卒 業生 か ら相 談 の連絡 を受 け る こ とが多 い。 メール を送 っ

て きた卒 業 生 は,筆 者 の教 育相 談 の授 業 内 で メタ フ ァを習 った こ とは覚 えて い るが,

関 わ ってい る児 童 に対 して,適 応 可能 か否 かの確 証 が持 てず に,筆 者 に 問い合 わせ て

きた。 この件 を学 生 に紹介 す る こ とで,今 回の授 業 内容 は実際 に役 立 ちそ うだ か ら聞

い てお こ うとい う外発 的 な動機 づ け とな る。

次 に,児 童 の 問題 行 動 の事 例(黒 沢,2002)を 紹介 し,ク イ ズ形式 で対 応 を考 えて

い く。 事例1小 学3年 生のA子 は小1の 秋 こ ろか ら,担 任 に 叱 られ た こと をき っか

けに,さ み だれ 登校,過 食 な どの 問題 を呈 し不登校 とな る 。3学 期か らは段 階 的に登

校 しは じめ,2月 か らは完 全登校 で きた。 小2で は問題 はみ られ な か った 。小3に な

り,担 任 が 交代 す る 。5月 頃,A子 の つ いた嘘 が原 因 で,担 任 か ら叱責 を受 ける。A

子 は 「先生 が怖 い。嫌 われ て い る」 と言 い始 め,夜 驚 拒食 と い った症 状 を呈 し,母
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を避 ける よ うにな る 。近所 に祖 父 母 宅が あ り,そ こへ逃 げて滞在 す るよ うに な る。 し

か し,滞 在 先 の祖 父母 宅 で,イ ライ ラす る と祖母 を叩 き,髪 を引 っ張 る,物 を投 げ る

とい った暴 力が 出 始 め る。暴れ た 後 は 「自分 な ん て死ん だ ほ うが い い」 と落 ち込 む 。

医療機 関 を受診 した が検査 に異 常 はな い。 父親 は 多忙 で 不在 が ちで,A子 の 対応 に母

親 は困 り果 て る。

このA子 の事例 を紹 介 し,「 さて 困 り果 てた母 親 に なん と助 言 します か?」 と学生

へ 問い か け,母 親 へ の対応 に関 して 以下 の7つ の観 点 か ら正 しい と思 われ る もの を選

ばせ る。 ① 担任 の指 導 を改 め る。 ②祖 母 と母親 の 関係 性 を問題 として扱 う。 ③ 父親 不

在 を問題 と して扱 う。 ④ 母親 の養 育 を問題 と して扱 う。⑤A了 に は発 達 障害 が あ る と

考 え,対 応 す る。⑥ 暴 力 に屈 しない態 度 で,受 容 せ ず に厳 し く叱責,統 制。 ⑦ 暴力 も

含 めた無 条件 の受 容 を行 う。学生 は7項 目の うち,1つ ない しは2つ に挙 手 をす るが,

実 は この7項 目すべ て が不 正解 で あ る。 学生 は驚 き,授 業 に対す る姿勢 に良い変 化 が

起 き る。

この流 れ で,外 在 化 とメ タフ ァの説 明 に入 る。 問題 行 動 を 「○ ○菌 」 「○○ 虫」な ど

と比 喩 的 に命 名 す るこ とで,本 人 と問題 行 動 を分 離 して扱 うこ とを 「問題 の外 在化 」

とい う(黒 沢,2002)。 この外 在化 とい うテ ーマ で,ま ず は学 生 自身 の 内面 の 問題 や

困 って い る癖 な どに対 し名 づ け を行 う。 学生 は 自分 を内省 し,メ タ フ ァを用 いて,自

分 の問題行 動 に名 づ けを行 う。 「諦 め早太 郎 」「ギ リギ リ攻 めるマ ン」 「後 回 しにす るゾ

ウ」 な どの ユニ ー クな名 づ けが登 場す る。

最 後 に も う1事 例 を紹介 し,了 どもの 問題 行 動 の外在 化 を検 討す る。事 例2小 学2

年生 のB君 は,自 分 の 思 いが通 らな い と,よ く怒 り,よ く泣 く。 カ ッとな る と,物 を

投 げ,友 だ ち をた た く。勉 強 は苦 手 で,あ き らめ るのが 早 いが,競 い合 う遊 び は好 き

で,負 けず 嫌 い。 ドッジボー ルや 鬼 ごっ こな ど,体 を使 う遊 びは 好 きだが,負 けそ う

に な る と,ル ー ル を変 えてで も勝 と うとす る。 先生 の手 伝 い な どをや りた が る半 面,

他 の 子 に譲 る こ とはで きな い。先 日の エ ピソー ドだが,九 九 を学 習 中に,唱 和 で きず,

衝 動 的 に プ リン トを破 った。 友だ ちに も先生 に も注意 を受 けて,大 泣 きす る ことが あ

った。 また,係 決 めの 時 に,ど う して もメ ダ カの エサ係 が や りたか ったが,じ ゃん け

ん に負 けて 希望 が 叶わ な い。衝 動 的 に,係 決 め を記 録 した 黒板 を消 し,大 泣 き した 。

さて,B君 の 問題行 動 に メタ フ ァを使 って 名づ け して くだ さい。学 生 は,先 ほ どの 自

分 の名 づ けを行 った 要領 で,B君 の 問題 行 動 に名 づ けを行 う。1人 につ き1～3個 ほ ど

回答 を寄 せ る。 メ タ フ ァを用 い る際 に ポイ ン トとな るのは,B君 の性 格 特性 をふ ま え

た うえで,B君 に受 け入 れ て も らえ る名 づ け にな ってい る こ とで あ る。B君 にその メ

タフ ァを気 に入 って も らえ なけれ ば,援 助 者 との 間の共 通言 語 には な らない。 幼 さが

あ り,腹 が 立 って くる と衝 動性 が制御 で き ないB君 で あ るが,プ ライ ドは高 い。 そ の

B君 に 「そ の名 前 な ら,ま あい いか 」 と了承 して も らわな けれ ば な らない。 「大や る気
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スイッチ」「暴れん坊将軍Jr.」 な どの名づ けが学生 らの高評価 を得た。

2.3疑 問を持たせる内容

不登校の問題に関しても事例をもとに学生 と対応を考えていく。事例35年 生のC

ちゃんは,低 学年の頃か ら物静かな性格で,休 憩時間は数人の女子 と絵 を描いた り,

本を読んだ りして過 ごすタイ プ。5年 生に進級 して,ク ラス内の女子グルー プが固定

化 し,関 係がギスギス し始める。クラス内にピリピリとした空気が充満する。もとも

と周囲の人の感情を敏感に感 じ取る資質を備えていたCち ゃんは,こ の空気に耐 えら

れず,次 第に学校へ来な くなった。 さて,み な さんは,Cち ゃんにどの ように声 をか

けますか。上記の内容で学生に問いかけると,少 なか らず 「少 し勇気 を出そ うか」「強

くならないと中学でやっていけないよ」「先生や友達は待っているよ」といった内容が

上がってくる。この事例に関 しては,子 どもの歴史性 とい う観点か ら対応を考える視

点を学んでほしいため,次 のよ うなCち ゃんの生育歴 をつけ加 えて説 明していく。C

ちゃんは祖父母 と同居 している。生まれた時から祖父母から可愛が られて育ち,成 長

してか らは,病 気になった祖父母の世話 をしている。弱い立場の人の気持ちに寄 り添

える優 しい子どもである。この内容を紹介 した後に,学 生にも う一度,Cち ゃんにど

の ように声をかけるのかを考えさせる。学生はCち ゃんにどのよ うに声 をかけるのか,

真剣 に悩み始 める。Cち ゃんの持 ち合 わせ てい る 「周囲の人の感情を敏感に感 じ取る

資質」は,5年 生になって突然生 じたものではない。わずか10年 だが,Cち ゃんが周

囲 と関わ りなが ら生 きてきた中で培った資質である。そのCち ゃんの歴史性 を鑑みる

ことな く,「強 くなって」と声をかけることは,あ ま りにも酷ではないだ ろうか と学生

に問いかけてみる。学生は容易に言葉を発 しなくなる。

次に,非 行 問題 をマズ ローの欲求階層説を軸に据え考えてみる。マズローの欲求段

階説は生理的欲求,安 全欲求,社 会的欲求,承 認欲求,自 己実現欲求の5段 階に分か

れる。生理的欲求は,人 間の欲求の土台であ り,食 欲や睡眠欲な どの人間が最初に抱

く欲求である。安全欲求とは,身 体的にも経済的にも自分の身 を守 りたいとい う欲求

である。社会的欲求 とは,家 族や組織 など,何 らかの社会集団 に所属 して安心感 を得

たい とい う欲求を指 し,所 属 と愛情欲求 とも呼ばれ る。承認欲求は集団の中で高く評

価 されたい,自 分 を認 めてもらいたい とい う欲求である。自己実現欲求は自分の能力

を発揮 したい,自 分 できることを成 し遂げたい,自 分 らしく生 きていきたい とい う欲

求を指す。本来学校は,社 会的欲求が充た され,教 師や友人か ら認 め られ,そ してそ

れ らを土台に 自分 の能力 を発揮する場である。

非行問題 を抱える児童 ・生徒の対応にあたる際,教 員の立場であれば,叱 責 し,厳

しく指導 にあたる場合 もあるであろう。 しかし,叱 責や指導 に終始 し続 け,な おかつ

「将来のこ とを どう考 えている」「目標はないのか」「夢はないのか」 と詰め寄ること

は,社 会的欲求 と承認欲求 は充た されないまま,自 己実現 を要求す るとい う矛盾 をは
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らむことに他ならない。学生にこの矛盾に気づかせた うえで,非 行問題 に向き合わせ

る。学校 の中に居場所のない児童 ・生徒の 「道をふみ外 しそ うだけれど,集 団に入れ

て くれますか?」 「悪い ことを して しまったけれど,自 分の中の良い ところも見つ けて

くれますか?」 とい う内的な叫び をどのくらい敏感に察知 し,教 育相談に生かす こと

ができるのかを学生に問いかける。

3.考 察

3.1動 機づ けを高める授業展開

亀倉(2016)は,ど のよ うにや る気が触発 されるのかという問いに対 して,学 習対

象 による触発 と自己による触発の2点 を取 り上げている。前者 は学習内容そのものに

興味関心を持つことを意味する。学習内容 となる知識やスキルが,単 なる理論的知識

だった としても,「現実 との関 りがある」「面 白いと感 じられた」「知的好奇心をくすぐ

られた」等の場合には,そ れ らがや る気 を触発す る。後者は,自 分 自身 に とって,そ

の学びが どのよ うに関わるのかの意味づけがなされることだとし,「いつか社会で役立

ちそ うだか ら」「資格に関わるから」といった理由から,自 らが必要だ と判断 した場合

には,こ れが触発要因 となる。

ミニ相談 とその回答のフィー ドバックは学生にとって,自 己による触発がな されて

いた と考 える。コロナ禍での保護者の悩みが相談材料であったが,ま さしく,数 か月

後に教育実習を控 えていた学生にとって、必要だと感 じられた課題であったと思 う。

数名の学生の回答 しか紹介できなかったが,教 師にな りきって,真 摯に保護者 の悩み

に答 えよ うとする意欲が見てとれる。あま り考えずに回答 した学生には,保 護者の代

弁者である教員か ら追加で質問される仕組みも,一 層 の動機づ けとなった。 また,ス

マー トフォンと仲間外れの相談においても,教 育相談は生徒指導に包含 されてお り,

生徒指導 の視座 も忘れてはならないことにも着目させることができる教材であったと

考える。

メタファと外在化の授業では,学 習対象 に触発 され,学 生の意欲が高まる課題 であ

った と考える。紙面の都合上,数 個 の名 づけの紹介 しかできなかったが,学 生 同士が

意見 を交換 しあ う中で,問 題を抱 えた子 どもへの援助以外にも,自 分たちの内面の問

題 を考える際にも役立つと感想を寄せていた。また,授 業外で も自身の短所 について

メタファを用いて会話に用いるなど,筆 者 のね ら う 「学問 を体 につ け,使 えるよ うに

す る」状態が作 られていたと思 う。

3.2ア クテ ィブ ・ラーニングとの関連

大 学生の主体的な学習を促すカ リキュラムに関 して,ベ ネ ッセ 教育総合研 究所

(2013)の 報告 によると,そ の狙 い として 「主体的な学びの姿勢や意欲を身にっけさ

せる」「学力を向上させる」「社会に出たときに必要な汎用能力の育成 ・強化」の3点
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が ピックア ップ され た。 亀倉(2016)は この3点 が 目線や 立場 の違 い(大 学,教 員,

学生,社 会 ・産 業界)を 含 む もので あ る と仮 定 してみ る と,昨 今 のア クテ ィブ ・ラー

ニ ングの議 論 の曖 味 さを理 解 で き る よ うに な る と述 べ てい る。 つ ま り,立 場 の違 い で

要請 が異 な るた め に,ア クテ ィブ ・ラー ニ ングの 目的 自体 が 「学 習成果 」 と 「(主体 的

な)態 度 ・資質 」 の2つ の間で揺 れ 動 き,議 論 が どこか曖 味 な もの となっ てい る と指

摘 して い る。 そ こで,「 主体性 」 は,「 学 習 に主体 的 に向か っ てい く意欲 」 として具体

的 に議 論 す る こ とを提案 して い る。 筆 者 も この考 え方 はわ か りや す く,議 論 しや す い

と考 える。

さ らに,学 習 に主体 的 に 向か って い く意 欲 を引 き出す た めの仕 か け を,授 業 全体(15

回分)の 流 れ の 中 と個 々 の授 業回 の 中 に意 図 して組 み込 む こ とが必 要 だ と考 え る。 時

に は 自分 の学び の 浅 さに気 づ かせ て,履 修 の姿勢 を正す 。 また,本 時 の 内容 が将 来 に

必 要 な力 だ とい うこ とを意 識 させ,自 分 に 引 き寄せ て考 え させ る工夫 を行 うこ とも重

要 で ある。

教 育相 談 とい う科 目の特性 を考 え る と,知 識 を理解 す るだ けで は不十 分 で あ り,実

践性 も兼 ね備 え るべ きで あろ う。 市来 ら(2019)は,そ もそ も大 学在 学 中に身 につ け

な けれ ば な らない教 育相 談力 とは如何 な る もの で あ ろ うと問い,「学校 教 育 にお け るカ

ウンセ リングマ イ ン ドの必要 性 」,お よび 「受容 ・傾 聴 ・共感 的理 解 のカ ウンセ リング

の基礎 的 な姿 勢や 技 法 の理解 」 を あげ てい る。 しか し,こ の事 項 に 関 して は,机 上 だ

けでは真 の理 解 は 困難 で あ り,実際 に困難 を呈 して い る子 どもに1対1で 支 援 す る経験

を経 て,体 得 で き る もので はな い か と述 べ て い る(市 来 ら,2019)。 市 来(2019)ら

は,実 際 に適 応 指導 教 室 に在籍 す る不 登校 児 童 と学 生 との 関 りを支 援 し,学 生 の育 ち

を分 析 してい る。 そ の結 果,学 生 の個 別 支援 の体 験 とそれ を支 えるス ーパ ー ビジ ョン

機 能 を合 体 させ た体 験全 体 に よって,教 育相 談(特 に カ ウンセ リン グマイ ン ド)に 関

わ る態度 や 姿勢 が形 成 され て い った と述 べ てい る。本 稿 で は動機 づ けに焦 点 を 当て た

が,カ ウンセ リング技術 の修 得 に関す るア クテ ィブ ・ラー ニ ン グの検討 も重 要 で あ り,

今 後 の課題 と したい。

3.3心 地 の 良 い爪痕 を

菅原(2019)は,授 業 の中 で 『子 ども と学校 』(河 合,1992)に 記載 され てい る事

例 を読 み解 き,了 どもが 育つ こ とを教 育 ・生 徒指 導 の 中心 に据 える こ とに よって,了

どもが抱 え る問題 に じっ く りと向 き合 え る と述べ て い る。子 どもの問題 を考 え る中で,

人 と関 わ って い く術,力,姿 勢 を身 につ けてい き,そ の過程 で 高 ま ってい くの が 「感

じ取 れ る心 」 だ と してい る。知 識,技 術,そ れ を汎 用す る力 の修 得 は必 須 で あ る こ と

に は異論 はな いが,教 育相 談 の力 は,そ もそ も 「感 じ取 れ る心 」 が土 台 に あって こそ

成 立 す る もので あ る と考 える。

そ の た めに も,授 業 の 中 に学生 の 心 を動 かす要 素 を含 ん だ教材 の提供 を心 が けて い
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る。心を動かす と表記 したが,喜 びでも驚 きで も悲 しみで も怒 りでもよい。恥ずかし

い気持ちでもよい。Cち ゃんの事例やマズ ローの理論 を用いた非行少年理解も,そ の

よ うな理 由で学生の心 に揺 さぶ りをかけている。この揺 さぶ りを用いて,学 生 の心の

中に引っかかるものを作っておきたい。「何かグサッときたなあ」「もやもや している」

「子 どもの相談にちゃんと対応できるだろうか」「しんみ りしちゃった」「子どもの頃

を思い出した」 どんな感情でもよいから学生の中に引っかかるもの,つ ま り学生 自身

が受 け止 めきれ る程度の爪痕を残 したい。その後、学生自身がこの爪痕を手さぐりに,

主体的に学びを深 めてい くものだ と考える。

3.4対 象の発達年齢に合わせた授業内容の検討

本稿で紹介 した教育相談の授業には,小 学校 ・特別支援学校教諭免許状を取得する

学生のみが受講 している。学科の特性で保育士 ・幼稚園教諭免許状を取得 したい学生

は,別 に教育相談の科 目が設け られている。そのために,本 学科 の教育相談の授 業で

は,援 助対象 の発達年齢 に応 じた シラバスを作成 し,授 業 を行 うことができる。 しか

し,保 育士 ・幼稚園 ・小学校教諭の資格を取得する学生に,一 斉 に教育相談の授 業を

行 う場合が多いのが現状である。

長谷部 ・大野(2017)は,幼 稚園教諭養成課程では科 目として教育相談が必須であ

るが,幼 稚園教育実践 における教育相談の理論や具体的方法については,あ ま り議論

がな され なかった現状 を指摘 している。保育者養成においては,幼 児期 に特化 した教

育相談の内容 が必要である。また,一 概 に保護者支援 といって も,保 育者 において重

視すべき支援 と,初 等 ・中等教育で重視すべき支援の構造は異なっているといえる(高

木,2018)。

カウンセ リングマイ ン ドを重視 した相談実践を例にとってみても,保 育者 が相談に

応 じるのは,対 保護者が多 く,年 齢 が上がるにつれ,児 童 ・生徒 の話を聞 くスキル が

求め られる。本稿では紹介 しきれないが,筆 者 の担 当す る保育士 ・幼稚園教諭養成課

程の教育相談の授業では,0歳 か ら5歳 までの子 どもの年齢 に応 じた保護者の悩みに

関する事例を取 り入れている。また,養 護 教諭 ・中等教育課程の教育相談の授業にお

いては,守 秘義務の問題や リス トカ ッ トの相談にどのように対応するのかといった発

達年齢に合わせた内容を盛 り込んでいる。援助対象の幅が広がれば,そ れ に応 じた偏

りのない授 業の工夫が求められる。
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